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Scalipg la町 と零点分布 ･ ｢スピン系a)二次相転移の理論 一複素磁場-｣
とい う関係が存在するOて こで ,r, △ は適当なパ ラメクー,また G(Ⅹ)は Ⅹ
のある関数であるo T> Tcであれば上の式か ら M α H tqr･すなわち帯
磁率 方 は
xα も-γ
とあ らわされる｡ むしろ,この式で rが定義され ると考えた方がよい｡さて,
上で述べた scaling law の意味するところは,縦軸に H/Mtrをとり,横
軸に M2t2r-△ をとれば, ち, Ii,M等がいろし､ろ変化 しても,上の二つの
量にはある-定な関数蘭係が審 在する,ということであるO 実際,そのような
プ ロ ッ トは実験デ-タを整理するのに使 われている｡
ここでは, scaling law･を導 く一つの方法 として, Lee- yangの零点
分布を利用する話をしたo既に詳細は Prog.Ti-le,jr.Phys.に発表 してあ
るので (58 (1967) 72- 80),それを参考としていただきた い ｡
｢スピン系の二次相転移の理論 -複素磁場-｣
鈴 木 増 ′雄 (東大埋 )
■
二次相転移に於ける転移点近傍の異常性を調べる方法 として,ここでは,
工S土ngモデルに限 って,その状態和の零点を剰 間することを考える｡ 出発点
は Lee- Yang theore.mrにある.1)即ち,Hamlltonianを
Ii=- JilsiS1 - mHZsi ; Si=± 1, -･･.-･･･--･一･-I-I-･･(1)
とすると.系の状態和は. fugacity zの多項式であわ される :
zN(T･h)- 〔exp号〕"謹 . akZk
こ こ で ,




Lee- yangは,K> 0 日Ierro)の醇 に,(2)の根は,すべて, zl- plane




- F/kT - j' 9(8･七)eo92(ooBhh- cose)de I-_=･--･-(5)0
と表わされ るoここに･ 七= (T-Tc )/Tc.これか ら･ も,hが小さいとこ
ろを考えることにすると,債分はβが小さいところが重要になり,敢化 Mは,
7r 才(0 ,ち)
o cosnHn - coSeM - 2m sinh h/
7Ti(♂,ち)




= 4 m h′
4m2p7ry･(♂,ち)- ダ(0.ち)
xo-二言 fkT L'D 1- co s O







2･5)始め.次のようなもっとも簡単な plaus土ble distribu-と表わされ る｡
Lion function
5(8･七)-_a(e甲-btC･)k ; ec～ tE/q了.---･･-･-･-･･-･(8),
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を用いて.critical ind_ex a ,､β,T,Sの間の関係
α + 2β + r-2,
α + ♂(1十∂)-2,
α′- αI r′-r'
を導いた02)その後 ･ Abeによって ･｡riti(ノalangleec(t)が存在する場
合に ′･ま,(8)を含む もう少し,-鮫的な分布粥数
机 d･も)- も rーecfA(C/OC)












M - tPp(h/七△ ′)
と表わされるならば ,分布関数は,次の塾をとる｡
.?(C,I-- tPf(e/七△ ′)
(亜 逆に,分布関数が (15) の塾をとるならば,状態方程式は, (14)の型
に表わされることがわかる｡






｡｡mb &Hunもerヲ)等 の方法によって.四 の関係が導かれるO或いは,Ol)
の分布関数を直接･ 4- 7)式に入れて議論す ることも出来る.結論 として,
7)
KacLanoff の scaling law と同じ薦巣が導かれたことになる.
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Green函数の decoupH ngによる強磁性理論
桂 重 俊 (東北 大 )
往reen函数 の decouplingに上る強磁性理論 は TJablikev以後多くの
人々により近似をあげることが試みられたが ,その多 くにおいては TJablikp,Ⅴ
のもって いた全局性が損 なわれているO-我 々は Pauli operaもorが同じ場所
に対して持 っている反可換性が近似の全苛性に対 して富磐であると考えて一つ
の近似法 を展開 した｡詳 しくは前号に掲威された巷,堀 口の論文を読んで頂 き
たい｡
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